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 件 数 死 者 負傷者 

本 年 1,308 18 1,609 

前 年 1,844 36 2,360 

増 減 -536 -18 -751 

 件 数 死 者 負傷者 

本 年 407 7 210 

前 年 584 15 321 

増 減 -177 -8 -111 

 

県内の上半期の交通事故は、前年に比べ発生件数、死者・傷者数すべてにおいて

減少していますが、死者数に占める高齢者の割合は依然高い状況です。 

高齢者の方がどんな時に交通事故で亡くなっているのか見てみましょう。 

 

高齢死者 

７人 

人 

※高齢者…65歳以上をいう 

交通事故死者１８人中、高齢者は   ！約４割を占める。 

令和２年７月２０日（月）から７月２６日（日）までの間、今年２回目の

「交通死亡事故多発警報」が発令されました。 

交通事故はいつ

発生するか分か

りません。 

▼ドライバーのみなさんへ▼ 

いつでも「安全を確認すること」「運転に集中すること」で交通事故の多くは防ぐ

ことができます。今一度、交通事故に対する警戒心を高めましょう。 

 

いつでも、どこで

も、安全確認を忘れ

ずに！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

ＦＡＸ配信からインターネットのＥ-ｍａｉｌ配信に変更のご希望があれば、 

下記にご連絡ください。 また、県警ＨＰでもご覧いただけます。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

 

・受講対象 ６５歳以上の高齢ドライバー 

・受講条件 マイカー使用（任意保険未加入車は不可）、家族同伴か二人一組で参加 

・講習内容 受講者の頭部と右足、車体にセンサーを装着して指定コースを走行し、運転

技能を自動診断 

・実施日時、場所は相談のうえ、調整します。 
 

 


